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農林水産省によれば東日本大震災に伴う津波で流失・
冠水した農地面積は青森、岩手、宮城、福島、茨城、
千葉の６県の合計で２万3,600haと推計されている。
また、福島第一原発の事故に伴う放射性物質によって
汚染された農地の面積は未だ明らかにされていない。
４月22日の段階で公表されている福島県の警戒区域、
計画避難区域、緊急時避難準備区域に含まれる12市
町村の農地面積だけでも約2万6,000ha、稲の作付
面積で約8，500haだという。放射性物質による汚
染は今後調査が進むにつれて福島県以外の地域にもさ
らに拡大するであろうことは前号で本誌が指摘してい
る通りである。本号では、農地被害の内、塩害対策お
よび放射性物質除染として機械技術レベルの高い農業
経営者であれば対応が可能な技術を紹介したい。
水利関係や基本的基盤整備に関しては専門土木業者の

手によらざるを得ない。しかし、多くの土木業者は一
般の民生復興のための業務が優先され、農地の復興・
復旧に関しては対応が遅れている。また、ここに紹介
するレベルの技術は力のある農業経営者であれば対応
が可能であり、その能力を生かすことは復旧をできる
だけ小さなコストで行なえることにもつながる。その
ために、被災農地の地権者や関係者が能力のある農業
経営者に直接作業を発注できるような制度も検討され
るべきである。また、高馬力トラクタ、大型プラウ、
レーザーレベラ、バーチカルハローなどを持つ農業経
営者におかれては、この情報を元に作業コストを自ら
見積もってみていただきたい。そして、今年の夏以降
の農閑期に出張作業をすることも検討してみていただ
きたい。　
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宮城県東松島市では耕地面積3,060haのうち、1,495ha（48.9%）
の農地が津波に伴い冠水した。写真は作業を行ったヘドロ堆積の
少ない圃場。多い場所では20㎝以上にヘドロが堆積している地
域もある。そうした場所ではこの方式は使えない。

圃場に散乱している塩を吸着した稲ワラを圃場外に取り出し、サ
ブソイラを深さ50㎝、90㎝間隔で施工した。粘性の強く排水が
悪いことが想定される場所では斜めに網の目状に施工した。

スタブルカルチで約20㎝に耕起。ロータリでは過剰砕土され暗
渠の目詰まりの原因になるのではないか。また、荒起こし作業機
としてのサブソイラは作業スピードも速く能率が上がる。

　

こ
の
除
塩
技
術
は
ス
ガ
ノ
農
機
が
宮
城

県
東
松
島
市
で
４
月
28
日
か
ら
６
月
８
日

に
実
施
し
た
方
法
で
あ
る
。
圃
場
は
東
松

島
市
野
蒜
地
区
の
農
業
生
産
法
人
（
有
）

ア
グ
リ
ー
ド
鳴
瀬
が
管
理
す
る
用
排
水
が

共
通
す
る
約
34�

ha
。
用
排
水
が
分
離
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
新
規
に
湛
水
す
る
場
合

で
も
排
水
し
た
塩
分
が
一
部
戻
っ
て
し
ま

う
条
件
だ
っ
た
。
対
策
前
の
水
田
は
EC
値

４
・
６
〜
４
・
７
mS�
／
㎝
の
塩
分
濃
度
。
冠

水
に
伴
う
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
は
多
い
場
所
で

も
１
～
２
㎝
程
度
で
、
こ
の
手
法
が
有
効

な
の
は
５
㎝
未
満
と
見
積
も
っ
て
い
る
。

　

7
月
10
日
現
在
の
様
子
を
ア
グ
リ
ー
ド

鳴
瀬
の
阿
部
代
表
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
水
田
で
目
標
値
で
あ
る
EC

０
・
３
mS�
／
㎝
を
下
回
る
０
・
12
と
い
う
レ

ベ
ル
ま
で
下
が
っ
た
。
５
月
25
日
か
ら
６

月
11
日
ま
で
に
田
植
え
を
行
な
い
、
イ
ネ

の
生
育
は
順
調
だ
と
い
う
。

　

阿
部
氏
は
「
国
な
ど
が
指
導
す
る
ロ
ー

タ
リ
の
代
掻
き
に
よ
る
除
塩
で
は
３
年
位

か
か
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

支
障
が
出
る
。
今
回
の
方
法
で
あ
れ
ば
単

年
度
で
解
決
で
き
、生
育
も
順
調
。
ま
た
、

散
乱
し
て
い
る
稲
ワ
ラ
に
塩
分
が
吸
着
し

て
お
り
、
そ
れ
を
確
実
に
取
り
去
っ
た
の

も
効
果
を
高
め
た
と
思
う
」
と
話
す
。

た
だ
し
、
元
々
暗
渠
が
目
詰
ま
り
し
て
い

る
よ
う
な
圃
場
で
は
効
果
が
低
い
よ
う

だ
。
ヘ
ド
ロ
深
さ
が
５
㎝
未
満
と
い
う
条

件
は
全
被
害
面
積
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
有
効
な
方
法
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
以
下
、
作
業
手
順
を
示
す
。

〈
作
業
前
の
注
意
〉

　

除
塩
作
業
を
行
な
う
場
合
に
は
事
前
に

以
下
の
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

堆
積
し
た
ヘ
ド
ロ
に
有
害
物
質
が
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
を
公
的
機
関
な
ど
で
分

析
・
検
査
を
受
け
る
。

　

用
・
排
水
施
設
と
暗
渠
の
有
無
を
確
認
。

実
施
圃
場
は
、
用
排
水
が
同
一
で
あ
る
が

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
稼
働
で
き
、

暗
渠
は
全
圃
場
に
て
敷
設
さ
れ
て
い
た
。

〈
作
業
の
手
順
〉

　

サ
ブ
ソ
イ
ラ
で
深
さ
50��
㎝
・
間
隔
90�
㎝

の
心
土
破
砕
作
業
を
行
な
う
。

　

実
施
圃
場
は
全
圃
場
に
60
㎝
～
80
㎝
の

深
さ
で
暗
渠
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
暗
渠

管
を
切
ら
な
い
よ
う
作
業
深
さ
50
㎝
で
作

この記事はスガノ農機㈱より得たデータを中心に、「イネイネ・
日本」プロジェクト第10回シンポジウムの発表（（独）農研機構
の藤森新作氏）を参考に構成した。

単年度で徐塩  ができる
「心土破砕 ＋   スタブルカルチ耕」
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暗渠からの排水状況。暗渠が目詰まりしているところでは効果が出にくい。

除

業
を
行
な
っ
た
。
特
に
粘
性
が
強
い
圃
場

は
圃
場
に
対
し
て
斜
め
に
ク
ロ
ス
さ
せ
て

網
の
目
状
に
サ
ブ
ソ
イ
ラ
を
通
す
。

サ
ブ
ソ
イ
ラ
で
の
心
土
破
砕
作
業
後
、
ス

タ
ブ
ル
カ
ル
チ
で
深
さ
20
㎝
の
荒
耕
起
作

業
を
行
な
う
。

　

ロ
ー
タ
リ
で
過
剰
砕
土
す
る
と
サ
ブ
ソ

イ
ラ
に
よ
っ
て
破
砕
形
成
さ
れ
た
水
道
が

湛
水
時
に
目
詰
ま
り
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
る
た
め
ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
を
使
う
。
作

業
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
土
塊
は
荒
め
で
プ

ラ
ウ
耕
ほ
ど
の
大
き
な
土
塊
に
な
ら
な

い
。

　

水
口
・
落
水
口
を
止
め
、
丸
２
日
（
48

時
間
）
湛
水
さ
せ
た
後
、
落
水
口
を
開
け

て
落
水
さ
せ
る
。
水
が
抜
け
き
っ
た
ら
EC

サブソイラを掛けた後に、表層に石灰を散布し、そのままプラウ
で30㎝での反転耕起をする作業区も作ってみた。

塩 営農技術で対応可能な
除塩・除染方法

スタブルカルチ等での砕土の後、レーザーレベラで均平整地を行
なう。そこに湛水し、EC値が下がった段階で代掻き田植えを行
なった。あらかじめ表層の塩分を地下部へ反転して埋め込むため、
作業の効率化が図れる可能性がある。

表層に石灰を散布し、30㎝でプラウ耕をした状態。石灰類を散
布することで石灰のCaイオンが塩分のNaイオンとが置換され、
ナトリウムが水とともに流される。

濃
度
を
測
定
し
、
0
・
３
mS�
／
㎝
以
下
に

な
る
ま
で
、
湛
水
・
落
水
を
繰
り
返
す
。

そ
の
後
、
代
掻
き
、
田
植
え
を
行
な
う
。

　

ま
た
、
一
部
圃
場
で
は
サ
ブ
ソ
イ
ラ
施

工
後
、
ヘ
ド
ロ
ご
と
プ
ラ
ウ
で
反
転
し
、

ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
を
掛
け
、
そ
の
後
を
レ

ベ
ラ
で
均
平
・
整
地
後
に
代
掻
き
・
田
植

え
を
す
る
と
い
う
方
法
も
試
し
、
有
意
な

効
果
を
得
て
い
る
。

　

作
業
効
果
の
比
較
は
行
な
っ
て
い
な
い

が
、
塩
分
濃
度
の
高
い
表
土
と
ヘ
ド
ロ
を

深
部
に
埋
め
込
む
こ
と
で
表
層
の
塩
分
濃

度
を
あ
ら
か
じ
め
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
併
せ
て
、
暗
渠
か
ら
の
排
水
に
よ
っ

て
、
効
果
的
な
除
塩
が
行
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

単年度で徐塩  ができる
「心土破砕 ＋   スタブルカルチ耕」
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　今回のテストは農研機構中央農業総合研究セン
ター、福島県農業総合センターにスガノ農機が協力
する形で実施された。写真はスガノ農機㈱から得た。

水田除染の鍵は     ジョインタ付きプラウ

鋤き込み前の圃場表面に放射性セシウム吸着する目的でバーミキ
ュライトを散布した。バーミキュライトは土壌の保肥力向上や物
理性の改善目的で使用される土壌改良資材。

80馬力のフルクローラトラクタで３連18インチのジョインタ付
きプラウで耕深30㎝に反転耕起した。強粘土質であるため通常
より大きな馬力を必要とした。

ジョインタとはプラウ（ボトム）本体の前に付けられた小さな鋤
状をした部品。一般的に比較的規格の大きな畑用プラウに装着が
可能だ。30㎝を起こすには16インチ以上の大きなプラウが必要
であるが、14インチでも最大28㎝位までの反転耕はできる。そ
の場合に付属品としてジョインタの装着が可能かどうかはプラウ
の型式などによる。

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
の
は
ジ
ョ
イ
ン
タ

付
き
プ
ラ
ウ
で
水
田
表
層
に
残
っ
て
い
る

放
射
性
物
質
を
土
壌
深
部
に
埋
め
込
み
、

人
の
外
部
被
曝
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
土

壌
中
の
放
射
性
物
質
の
密
度
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
で
作
物
の
吸
収
を
減
ら
そ
う
と
い

う
技
術
で
あ
る
。
ジ
ョ
イ
ン
タ
と
は
プ
ラ

ウ
の
鋤
き
込
み
性
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
ボ
ト
ム
の
前
に
取
り
付
け
る
小
型
の
鋤

状
を
し
た
部
品
。
表
層
数
㎝
に
あ
る
ワ
ラ

な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
鋤
床
に
落
と
す
こ
と

で
鋤
き
込
み
性
を
向
上
さ
せ
る
。こ
れ
で
、

表
層
の
放
射
性
物
質
を
確
実
に
土
壌
深
部

に
鋤
き
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

今
回
の
試
験
圃
場
は
福
島
県
本
宮
市
長

屋
地
区
に
あ
る
強
い
粘
土
質
の
水
田
で
減

水
深
は
10
㎜
以
下
。
28�
a
の
水
田
２
枚
で

約
30
㎝
の
プ
ラ
ウ
で
の
反
転
耕
と
ロ
ー
タ

リ
耕
（
15
㎝
）
と
を
比
較
し
た
。
ま
た
、

セ
シ
ウ
ム
の
吸
着
材
と
し
て
バ
ー
ミ
キ
ュ

ラ
イ
ト
を
散
布
す
る
区
を
設
け
比
較
し
て

い
る
。

本
宮
市
が
発
表
し
て
い
る
同
地
区
の
水

田
土
壌
１
㎏
当
り
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（
１

３
４
＋
１
３
７
）
は
、
４
４
７
１
Bq
（
4

月
12
日
）。
同
市
で
は
「
水
田
で
作
付
制

限
と
な
る
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
値
で
あ
る
５

０
０
０
Bq
／
㎏
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、

水
稲
の
作
付
が
可
能
」と
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
は
15
㎝
ま
で
の
土
壌
で
の
放
射
線
量

で
あ
り
、
表
層
５
㎝
で
計
測
す
れ
ば
そ
の

３
倍
の
放
射
線
量
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。

一
方
、
プ
ラ
ウ
に
よ
る
放
射
性
物
質
の

除
染
は
、
す
で
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事

故
後
、
最
も
経
済
的
で
有
効
な
手
段
と
し

て
広
く
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
水
田

で
の
実
施
は
こ
れ
が
世
界
で
初
め
て
の
テ

ス
ト
で
あ
る
。

農
水
省
が
試
験
し
て
い
る
表
層
の
土
を

削
り
取
っ
て
廃
棄
す
る
方
式
で
は
、
莫
大

な
費
用
が
か
か
る
と
と
も
に
、
削
り
取
っ

た
大
量
の
土
の
捨
て
場
所
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
こ
で

紹
介
す
る
方
法
の
場
合
、
耕
盤
を
破
壊
し

て
し
ま
う
の
で
、
漏
水
が
増
加
し
て
放
射

性
物
質
が
地
下
水
に
侵
入
す
る
と
い
う
恐

れ
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で

地
下
水
系
へ
の
配
慮
も
必
要
か
と
思
わ
れ

る
が
、
自
然
状
態
で
も
降
雨
な
ど
で
河
川

や
地
下
水
へ
流
れ
込
ん
で
い
る
わ
け
で
あ

る
。
人
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響
を
最
小

限
に
し
、
し
か
も
作
物
へ
の
吸
収
を
減
ら

す
こ
と
が
可
能
な
こ
の
技
術
の
優
位
性
は

高
い
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
約
30
㎝
の
深
さ
に
プ
ラ
ウ
で
天

地
返
し
を
す
る
除
染
作
業
で
は
、
そ
の
後

に
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
で
均
平
・
鎮
圧
を
し

て
無
代
掻
き
で
田
植
え
を
行
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
こ
ん
な
深
い
耕
起
を
行
な
っ
た
こ

と
の
な
い
圃
場
で
あ
っ
た
が
、
十
分
な
鎮

圧
を
す
る
こ
と
で
田
植
機
の
車
輪
が
水
田

に
は
ま
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
田
植
え
が

行
な
え
た
。
秋
に
は
収
穫
物
の
放
射
性
物

世
界
初
！　

水
田
で
の
プ
ラ
ウ
に
よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
除
染
試
験
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除 水田除染の鍵は     ジョインタ付きプラウ
質
の
量
を
計
測
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。以

下
、除
染
作
業
の
手
順
を
紹
介
す
る
。

〈
吸
着
材（
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
）の
散
布
〉

セ
シ
ウ
ム
の
吸
着
効
果
が
高
い
と
言
わ

れ
る
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
を
散
布
の
適
正

量
は
不
明
で
あ
り
、
試
験
的
に
10�

a
あ
た

り
に
５
０
０
㎏
を
散
布
し
た
。バ
ー
ミ
キ
ュ

ラ
イ
ト
は
従
来
か
ら
土
壌
改
良
材
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
多
孔
質
の
物

質
で
保
肥
力
が
向
上
し
保
水
性
や
通
気
性

な
ど
の
物
理
性
改
善
に
有
効
と
さ
れ
る
。

〈
約
30
㎝
の
プ
ラ
ウ
で
の
反
転
耕
〉

プ
ラ
ウ
は
ジ
ョ
イ
ン
タ
付
き
の
18
イ
ン

チ
３
連
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ
で
約
30
㎝
に
80
馬

力
の
フ
ル
ク
ロ
ー
ラ
で
引
い
た
。
強
粘
質

の
土
壌
で
通
常
の
圃
場
よ
り
大
き
な
ト
ラ

ク
タ
を
必
要
と
し
た
。

ジ
ョ
イ
ン
タ
と
は
36
頁
下
の
写
真
で
プ

ラ
ウ
本
体
の
前
に
小
さ
な
鋤
状
を
し
た
部

品
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
表
層
５
㎝
程
度
の

土
を
あ
ら
か
じ
め
溝
に
落
と
し
、
そ
の
後

を
プ
ラ
ウ
本
体
で
反
転
耕
す
る
こ
と
で
放

射
性
物
質
を
土
壌
深
部
に
鋤
き
込
む
こ
と

を
狙
っ
て
い
る
。

〈
ト
ラ
ク
タ
で
の
踏
み
固
め
〉

プ
ラ
ウ
を
か
け
た
後
を
１
０
０
馬
力
の

ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ク
タ
を
空
走
り
さ
せ
、
表

面
の
土
を
踏
み
固
め
た
。
こ
れ
は
、
反
転

耕
後
に
日
が
開
く
た
め
降
雨
に
よ
り
後
作

業
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
た
め
で
あ
る
。

〈
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
で
の
砕
土
〉

プ
ラ
ウ
耕
後
に
ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ク
タ
で

踏
み
固
め
た
圃
場
を
10
日
後
バ
ー
チ
カ
ル

ハ
ロ
ー
で
砕
土
し
た
。
バ
ー
チ
カ
ル
ハ

ロ
ー
は
縦
軸
の
爪
が
回
転
す
る
タ
イ
プ
の

砕
土
機
で
、
砕
土
効
果
と
と
も
に
表
層
土

壌
を
鎮
圧
す
る
効
果
も
あ
る
。

〈
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
に
よ
る
均
平
作
業
〉

レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
で
の
均
平
作
業
で
も

鎮
圧
効
果
も
期
待
で
き
る
。
レ
ー
ザ
ー
レ

ベ
ラ
で
の
代
掻
き
に
よ
ら
な
い
圃
場
均
平

は
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
土
壌
を
排

水
と
と
も
に
外
部
に
流
さ
な
い
と
い
う
意

義
も
あ
る
。
さ
ら
に
水
稲
栽
培
に
と
っ
て

の
圃
場
均
平
は
除
草
剤
の
効
果
を
高
め
る
。

〈
施
肥
と
撹
拌
・
鎮
圧
〉

均
平
作
業
後
に
施
肥
を
行
な
い
、
そ
の

後
さ
ら
に
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
で
撹
拌
・

鎮
圧
を
行
な
う
。
プ
ラ
ウ
耕
の
後
に
表
層

を
砕
土
・
鎮
圧
す
る
こ
と
で
、
代
掻
き
で

土
を
練
ら
な
く
て
も
土
層
深
部
に
は
ご
ろ

土
の
層
を
残
し
た
ま
ま
漏
水
せ
ず
、
田
植

機
が
陥
没
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
土
層

が
形
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
深
く
表
面

が
固
い
土
層
の
形
成
は
乾
田
直
播
を
す
る

場
合
に
も
発
芽
に
最
適
で
あ
る
。

〈
無
代
掻
き
に
よ
る
田
植
え
〉

砕
土
・
鎮
圧
後
は
、
代
掻
き
を
せ
ず
そ

染 営農技術で対応可能な
除塩・除染方法

プラウ耕から10日後のバーチカルハローによる砕土・整地作業。
縦軸のバーチカルハローは、せっかくプラウで深部に鋤き込んだ
放射性物質を表面に掻きだす心配が無いという面からもこの作業
に最適だ。

プラウ耕後はホイールトラクタで圃場表面を踏み固めた。次の作
業まで日にちが開くため、降雨による地耐力低下で次の作業に入
れなくなることを防止するためである。

の
ま
ま
入
水
し
田
植
え
を
行
な
う
。
乾
田

直
播
に
取
り
組
む
人
々
は
こ
の
無
代
掻
き

に
よ
る
田
植
え
を
体
験
し
て
い
る
。
彼
ら

は
、
代
掻
き
を
し
な
い
こ
と
で
の
稲
の
生

育
の
健
全
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
稲
作

が
短
靴
を
履
い
て
で
き
る
こ
と
も
感
激
す

る
。
汚
染
地
区
の
稲
作
で
、
無
代
掻
き
に

す
る
こ
と
で
の
土
壌
の
河
川
へ
の
流
出
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
無
代
掻
き
田
植
え
か
ら

乾
田
直
播
へ
と
い
う
稲
作
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
合
わ
せ
て
進
む
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

〈
効
果
の
簡
易
測
定
〉

最
後
の
写
真
は
プ
ラ
ウ
に
よ
る
反
転
耕

後
に
30
㎝
の
深
さ
に
穴
を
掘
っ
て
放
射
能

を
簡
易
計
測
し
た
場
所
。そ
れ
に
よ
る
と
、

土
壌
表
面
が
５
０
０
cps
程
度
で
あ
っ
た
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土
壌
中
に
は
、
元
々
放
射
性
で
は
な
い

セ
シ
ウ
ム
や
セ
シ
ウ
ム
と
同
じ
一
価
の
ア

ル
カ
リ
金
属
、
カ
リ
ウ
ム
の
よ
う
な
物
質

が
存
在
し
て
い
る
。
今
回
の
原
発
事
故
で

圃
場
に
降
り
注
い
だ
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

（
１
３
４
＋
１
３
７
）
の
量
は
、
土
壌
中

に
元
々
存
在
す
る
非
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
な

ど
に
比
べ
て
、
多
く
見
積
も
っ
て
も
１
０

０
～
１
０
０
０
分
の
１
以
下
で
あ
ろ
う
。

作
物
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
だ
け
を
選
択

的
に
吸
収
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
実

際
に
作
物
に
吸
収
さ
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
は
限
定
的
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

詳
し
く
は
秋
の
結
果
を
待
と
う
。

な
お
、
こ
の
作
業
方
式
は
農
地
だ
け
で

な
く
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
や
公
園
な
ど
で
も

使
え
る
も
の
と
考
え
る
。

の
に
対
し
、
15
㎝
で
８
０
０
cps
、
プ
ラ

ウ
耕
を
行
な
っ
た
底
の
部
分
で
１
０
０
０

cps
と
期
待
通
り
に
土
壌
深
部
に
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
鋤
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

処
理
後
の
圃
場
表
面
の
放
射
線
の
強
さ

を
計
測
す
る
と
、
プ
ラ
ウ
区
で
は
０
・
７

μ
Sv
／
h
（
簡
易
測
定
に
よ
る
参
考
値
、

以
下
同
じ
）、
ロ
ー
タ
リ
後
で
は
１
・
６

μ
Sv
／
h
と
、
プ
ラ
ウ
耕
に
よ
り
半
分
程

度
に
減
少
し
た
。

〈
収
穫
後
の
籾
の
放
射
線
量
は
？
〉

試
験
圃
場
で
の
作
物
体
の
放
射
性
物
質

吸
収
量
に
関
し
て
は
８
月
に
、
ま
た
収
穫

後
に
籾
に
含
ま
れ
る
放
射
線
量
を
計
測
す

る
予
定
に
し
て
い
る
。

代掻きをせず入水した後の田植え作業。30㎝のプラウ耕をしたのに全く田植機が
陥没することはない。無代掻きでの田植えはイネの生育が順調であるとともに作
業も快適である。

除染 営農技術で対応可能な
除塩・除染方法

レーザーレベラによる均平作業。レベラによる圃場均平の価値以
外に、代掻きをせず乾土状態で圃場の均平が図れるため、代掻き
に伴う汚染土壌の河川への流出がないという利点もある。

施肥後のバーチカルハローによる砕土・撹拌・鎮圧。バーチカル
ハローは砕土と肥料混和に加えて、土壌表面を鎮圧する効果が高
く、圃場表面の地耐力を高め入水後でも田植機が陥没することを
防ぐ。

施肥作業。施肥は標準量。一度に30㎝もの深耕を行なったわけ
だが、この圃場では痩せ土が出てくるということもなく、生育は
安定している。

作業後には、表層にあった
放射性セシウムは20 ～ 30
㎝の土層に鋤き込まれ表層
の放射能は５００cps程度と
同地の空気中の濃度と同等
になった。一方、プラウ耕を
行った底の部分では１０００
cpsと高い放射能が観察され
た。圃場表面の放射線の強
さは、未耕地の畔部分でお
よそ２μSv／ hであるのに、
プラウ区ではおよそ０・７
μSv／ h（簡易測定による
参考値、以下同じ）、ロータ
リ後ではその２倍であった。




